
【様式３】 

③食育の日の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 
滋賀県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 
草津市・大型商業施設 

取 組 の 名 称 
食育の日の啓発「食育推進デー」 

実 施 時 期 
令和２年９月１７日(木) 

取 組 内 容 大型商業施設内の食品売場における野菜販売場所付近で、食育の推進を目的と

して、ＰＯＰ掲示および草津市健康推進員と協力し、チラシ(除菌ジェル付き)配

布を行いました。 

①ＰＯＰ掲示 

 ・野菜摂取量(３５０ｇ以上)の啓発 

 ・野菜+１皿運動の推進 

②草津市健康推進員によるチラシ配布 

 ・野菜摂取量(３５０ｇ以上)の啓発 

・野菜+１皿運動の推進 

・「毎月１９日は食育の日」の啓発 

    配布数：２００枚 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 野菜売り場の前で取り組めたことは、実際の行動に繋がりやすかったと考えます。

草津市健康推進員と連携し、声をかけながら実施できたことにより効果的に行うこ

とができたと思います。 
 

↑配布チラシ 

↑↓ ＰＯＰ掲示の様子 



【様式３】 

③食育の日の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

滋賀県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

守山市 

取 組 の 名 称 健康推進員を通した啓発の実施 

実 施 時 期 ７、９、10、11 月の食育の日 

取 組 内 容 ・目的：地域の健康推進員（市の健康づくりボランティア）を通して情報を発信する

ことで、より効果的・実践的に「食育の日」をはじめとする啓発を行うとと

もに、市民が望ましい食生活を実践するための具体的な手段についての情報

提供を行うため。 
・対象：市民 
・内容：食育の日に健康推進員が街頭啓発を行う際に、市が作成した食育レシピをあ

わせて配布し、野菜の積極的摂取について啓発していただきました。 
 

 
 
 

 



③食育の日の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

滋賀県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

栗東市 

取 組 の 名 称 学校給食の残さい調べ 

実 施 時 期 毎月１回、各校で定めた日程 

取 組 内 容 ＜目的＞ 
小・中学校において、給食委員会による「給食残さい率」の調査を実施し、課題を明

確にします。 
また、食の大切さや身体への影響などを子どもや保護者に伝えることで、様々な食材

をバランスよく食べる食生活の重要性を呼びかけ、食習慣の基礎づくりを推進しま

す。 
 
＜対象＞ 
市内の小・中学生（約 6,700 人） 
 
＜内容＞ 
市内の小学校および中学校で、給食委員による給食の残さい調査を実施しました。 
ポスターの掲示・配付なども行い、残さいを減らすよう併せて呼びかけました。 
 
＜生徒の反応＞ 
残さいを減らすことへの意識が高まり、学級で声をかけ合う姿や、好き嫌いせず食べ

る姿、おかわりする姿が見られました。 
 
今後は残さいを減らすだけでなく、この取組を食育に関する授業に生かすことで食

への感謝につなげるなど、理解を深めていきたいと考えています。 

 



③食育の日の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

 
滋賀県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

 
   東近江市 

取 組 の 名 称  
   食育の日の啓発 

実 施 時 期  
   毎月１９日前後の一週間 

取 組 内 容  東近江市には、１階に東近江保健センター、２階に子育て支援センターが入る東近

江市保健子育て複合施設があり、子どもから高齢者まで切れ目ない支援ができる施

設となっています。 
また、認定こども園とみどりの広場が隣接しており、小さい子ども連れの親子が集

える場所にもなっています。 
認定こども園の送迎に来られる保護者の方、子育て支援センター、みどりの広場に

遊びに来られる方を対象として、食の大切さを啓発することを目的に、毎月１９日の

前後一週間を目安に、「食育の日」ののぼり旗を掲げ、食育の日の啓発を行いました。 
 

 



③食育の日の取組 

提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

滋賀県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

愛荘町 

取 組 の 名 称 小・中学校 食育の日 

実 施 時 期 毎月実施（年間 10 回実施） 

取 組 内 容 小学校：給食センター作成の DVD 資料を児童が視聴 
中学校：指導内容について各校へ知らせ、担任教諭等より指導実施 
 
（実施日及びテーマについて） 
6 月 4 日 
コロナウイルスに負けない給食マナーについて知らせた。 
（給食当番の身支度や配膳の確認、手洗いの仕方、など） 
6 月 19 日 
琵琶湖でとれる魚を知らせ、琵琶湖の恵みに関心を持たせる機会とした。 
7 月 16 日 
夏休みを前に、夏ばてを防ぐ食生活のポイントと水分補給について知らせ、夏休み中

の食生活を考える機会とした。 
9 月 9 日 
早寝・早起き・朝ごはんで生活リズムを整え、栄養バランスのよい朝ごはんについて

知らせた。 
10 月 15 日 
旬の食べ物を知らせ、味わって食べるよう促した。 
11 月 6 日 
かみごたえのある食品と、むし歯を防いで丈夫な歯をつくるためによくかんで食べ

ることを促した。よくかんで味わって食べることの大切さを考える機会とした。 
12 月 9 日 
地場産物を知らせ、感謝して食べる意識づけを行った。 
（今後の予定） 
1 月 25 日予定 
学校給食に携わる人達に感謝していただき、地場産物や郷土食を味わう機会とする。 
2 月 9 日予定 
生活習慣病について知らせ、自分の食生活をふり返り見直す機会とする。 
3 月 2 日予定 
一年間の給食の様子や自分の食生活をふり返る。 

 



③食育の日の取組

提 出 都 道 府 県 名

政 令 指 定 都 市 名

滋賀県

取 組 市 町 村 名

取 組 団 体 ・ 企 業 名

長浜市

市立保育園・認定こども園

取 組 の 名 称 ①食育ポスト

②給食だより

実 施 時 期 ①毎月 1 日 食育ポストの発行

②毎月 19 日 給食だよりの発行

取 組 内 容 毎月、長浜市公立園共通で、その月・季節に合うテーマの「食育ポスト」のポスタ

ー掲示と「給食だより」を発行し、家庭での食育活動の普及啓発に努めている。

①食育ポスト

②給食だより 令和２年 11 月 19 日

長浜市立びわ認定こども園

食欲の秋真っただ中！実りの秋でおいしい食材もたくさん採れる季節となりました。和食の
基本である“だし”は子どもの味覚の発達や好き嫌い、将来の健康管理のカギにもなります。“だ
し”をつかって「うま味」を活用してはいかがでしょうか。

“だし”を使うと何がいいの？

野菜の青臭さ、苦味、渋みを中

和し、食べやすくする

食材の味を活かして調理でき

薄味でもおいしく食べられる

小さな頃から薄味に慣れると

大人になってからも薄味で食

べられるので、健康管理につな

げることができる

※濃い味に慣れてしまった大人の味覚も、薄味を続けると 1 か月程度で美味さを感じることが
できるといわれています。お子様と一緒に薄味を心がけてみてはいかがでしょうか。

≪水だしで簡単に“天然だし”を作って活用しよう≫

※２日ほどを目安に使い切り、３日目になる場合は１度煮沸させて冷凍保存しましょう

朝の味噌汁はスムーズな入眠を期待できる？！

煮干し

＜材料＞
水：1ℓ、いりこ：40ｇ

＜作り方＞

① 頭と内臓をとり、電子レンジ 500
～600W で 30 秒加熱する
フライパンの場合は 3～4 分煎る

② ポットに水 1ℓ と①を入れて 3 時

間以上冷蔵庫でつける

③ 翌日、こして使用する

＜おすすめ料理＞
味噌汁、めんつゆ

かつお節

＜材料＞
水：1ℓ、削り節：30ｇ

＜作り方＞

① ポットに水 1ℓ と削り節をいれま

す

② ポットを冷蔵庫に入れて 8 時間以

上おきます

③ 必要な分をこして利用する

＜おすすめ料理＞
おひたし、野菜やイモの煮物

味噌に含まれる大豆は入眠を促してくれるホルモン（メラトニン）の素がふくまれており、分

解されるのに 14～16 時間かかるといわれています。

朝に味噌汁を食べることで、夜には入眠しやすくなることが期待できます。

また、具沢山にすることで、栄養バランスもとりやすくなります。

この機会に“だし”効いた具沢山の味噌汁を食べてみてはいかがでしょうか。
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魚の塩こうじ焼き

＜材料＞

白身魚（60ｇ） 4 切れ

塩こうじ 小さじ１

＜作り方＞

①魚に塩こうじをもみこむ。

②魚を並べ200℃のオーブンで20分程度焼く

※塩こうじは前日からもみこむか、もみこんで

30 分程度時間をおくと味がでます。また、フ

ライパンで焼く場合は焦げやすいので、低温

でじっくり焼くと甘味がでておいしいです。

ひじきとさつま芋の炒り煮

＜材料＞

ひじき   8ｇ  三温糖 小さじ 1

さつまいも 88ｇ しょうゆ 大さじ 1/2

にんじん  22ｇ   本みりん 小さじ 1/2

ちくわ   44ｇ   だし汁 1/3 カップ

油 小さじ 1  

＜作り方＞

①さつま芋は角切り、人参はいちょう切り、ち

くわは小口切りにして、ひじきは水（分量

外）でもどす。

②鍋に油を入れて熱し、①を加えよく炒めてだ

し汁と砂糖、しょうゆ、みりんを加え煮る。

※ひじきは水に戻すと４倍に膨れるので戻しす

ぎに注意してください。

さつま芋御飯

＜材料＞

米  160ｇ   こんぶ（だし用） 0.4ｇ

酒  小さじ 1/3 さつまいも    85ｇ

食塩 小さじ 1/3 黒ゴマ   適量

＜作り方＞

①さつま芋は 1ｃｍ角に切り、水にさらす。

②米を洗って、酒、塩、だし昆布を入れて水を

かげんし、①のさつま芋の水気をきり、米と

一緒に炊飯する。

③炊きあがった御飯をふんわりと混ぜ、黒ごま

をふる。

※さつま芋を一緒に炊かずに揚げて混ぜても

おいしいです。この時、御飯は酒、塩、昆布

を入れて炊いてください。

チリコンカン

＜材料＞

牛ひき肉 70ｇ ｳｽﾀｰｿｰｽ 小さじ 2/3

大豆の水煮 70ｇ ﾄﾏﾄﾋﾟｭｰﾚ 50ｇ

油         適量   ｹﾁｬｯﾌﾟ 小さじ 2

玉ねぎ（中） 1/2 ハヤシルウ 25ｇ

にんじん（中） 1/2 しょうゆ 小さじ 2/3

おろしにんにく 小さじ 1 水      250ｃｃ

＜作り方＞

①玉ねぎ、人参をみじん切りにする。

②油をひいておろしにんにくを加え、香りがで

たら①、ひき肉の順に炒める。

③ひき肉の色が変わったら、大豆、トマトピュ

ーレ、水を入れ、煮立ったら、いったん火を

止めルウを入れる。

④水分を飛ばすように炒め、トマトケチャッ

プ、ウスターソースで味を調える。

⑤水分が少し飛んで、トロッとなったら完成

※分量外でチリパウダーを 2-3 振り入れると

本格的な味に仕上がります。



③食育の日の取組 

提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

滋賀県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

長浜市 
市立幼稚園・認定こども園 

取 組 の 名 称 ③食育の日の取組 

実 施 時 期 ③令和２年７月～１２月まで 毎月１９日（休日の場合は前後） 
 （４、５、６月は新型コロナウイルスのため中止） 

取 組 内 容 ③ 
（内容） 
○よく噛んで食べることの大切さを知る。 
○はやね・はやおき・あさごはんの大切さを知る。 
○食べ物の力の分類を知り、バランスよく食べる大切さを知る。 
○冬に向けての健康な食生活を身につける。  
○旬の食材を知る。 
○米や、小麦からできる食べ物に関心をもつ。 
○お正月の食べ物や食文化について知る。 
〇郷土料理や世界の料理を知る。 

 
＊ペープサート、クイズ、絵表示等の教材を用いて行われた。 
 

（内容） 
・しっかりと噛んで食べることの大切さ。 
・旬の野菜（トマト・きゅうり・なす・オクラなど）を食べると暑さに負けない

強い体になる。 
・朝ご飯を食べることで、脳にエネルギーが補給されて体が温まり、体が元気に

動き出すことができる。 
・稲穂や、いろいろな種類の芋（サツマイモや里芋、ジャガイモなど）の実物を

見ながら名前を知る。 
・食べ物の力を３色の色に分け役割伝え、食べ物が何色に分類されるのか知る。 
・冬野菜を食べることで、体が温まり風邪をひきにくくなることや寒さに負け

ない体を作る為に好き嫌いをしないでなんでも食べる事を意識していけるよ

うにする。 
・おせち料理の写真を見ながら、一つ一つの食べ物にこめられた願い（黒豆→

まめにくらせるように。レンコン→先が見通せるように。など）を知る。お

正月に意識しながらおせち料理を食べられるようにする。 



③食育の日の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 

滋賀県 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 

長浜市給食センター 

取 組 の 名 称 食育の日の取組 

実 施 時 期 年間を通じて 

取 組 内 容  
各小中学校では給食時間や朝の学習時間を利用して、毎月、食育の日を中心に、栄養

バランス、食文化、食事マナー、生活リズムなどについて、栄養教諭が作成した資料

をもとに、各学級で指導を行っています。 
 
 

 




